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精神疾患レジストリデータを活⽤した患者の分類⽅法の検討 

 
精神疾患の患者数は増加傾向にあり、より正確な診断や治療が求められる。しかし

現在⽤いられている診断基準では、医師同⼠で診断が必ずしも⼀致しないことや、各
患者における症状の重さや複数の疾患の併発の有無といった差を診断名に反映できな
いなどの問題がある。この状況において従来の診断基準とは別に患者を分類する基準
を作ることは有益であると考えられる。 

精神疾患レジストリ「マイレジストリ(Mental Illness Registry)」は国⽴研究開発法
⼈国⽴精神・神経医療研究センターと⽇本精神神経学会が 2018 年から構築を進めて
いる精神疾患の⼤規模患者レジストリである。このレジストリには患者の基本情報や
臨床情報とともに、患者本⼈から電⼦的に収集する QOL、感情、睡眠に関する情報
や、⽣体情報が登録され、患者の縦断的な経過を追うことが可能となっている。た
だ、各項⽬は必ずしも登録の必要があるわけではないため⽋損値が⾒られ、その取り
扱いが問題となる。 

 本抄読会では、精神疾患レジストリやレジストリ情報を活⽤した先⾏研究、検討し
ている⽋損値の補完及びクラスタリング⼿法や、ダミーデータを⽤いたシミュレーシ
ョンの状況について紹介し、今後の⽅針を⽰す。 
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